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真剣な表情でマレーを構える片山ユク子さん （大和）
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町民の動き

人口

男

女

・・・3,115人(-4) 

・・・1,481人 (-4) 

…1,634人（士 0)

世帯数
…1,084世帯(+ 4) 

（平成15年4月30日現在）

広 報 圧を定めてナイススパーク I

j i 
あした いのち かがやけ

未来創造ひじかわ

第 9回しゃくなげまつりゲートボール大会が4月16
日、大駄場ふれあい広場で開催され、町内外から35

チーム、 216人が参加して日頃の技を競いながら、ゲ
ームを楽しみました。

この大会は毎年、丸山公園にしゃくなげが咲き諒

る時期に行われ、ゲートボール愛好者の交流の場と

なっています。
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左
か
ら

大
野
和
・
紗
夜
子
ご
夫
妻

久
保
田
仁
之
町
長

福
田
保
•
徳
子
ご
夫
妻

r'＼ 

勲
凹
等
瑞
宝
章
（
秋
の
叙
勲
）

大

野

和

氏

昭
和
52
年
以
来
、

25
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
行
政
相

談
員
と
し
て
多
く
の
行
政
相
談
事
案
を
取
扱
い
、
行
政

相
談
制
度
の
普
及
と
行
政
の
民
主
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
並
び
に
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
52
年
3
月
、
肱
川
町
長
に
就
任
し
、
以
来
平
成

13
年
3
月
ま
で

6
期
24
年
に
わ
た
り
、
肱
川
町
長
と
し

て
在
職
し
、
高
ま
い
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
地
方
自
治

の
伸
展
に
積
極
的
、
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章
（
春
の
叙
勲
）

福

田

保

氏
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昭
和
18
年
に
「
肱
川
村
」
が
誕
生
後
、
町
制
施
行
を
経
て

60
周
年
を
祝
う
式
典
が

4
月
29
日
、
風

の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
平
成

14
年
度
に
社
会
福
祉
功
労
に
よ
り
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
福
田
保
氏

（
下
鹿
野
川
）
と
地
方
自
治
功
労
に
よ
り
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
大
野
和
氏
（
町
）
の
叙
勲
披

露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
公
共
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
故
藤
田
福
助
氏
、
町
政
及
び
産
業

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
岩
田
槙
太
郎
氏
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

2
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
表
彰
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

50
年

4
月

48
年

8
月

46 44 43 
年年年

5 2 8 
月月月

41 39 38 37 
年年年年

5 8 11 4 
月月月月

36
年
34 33 31 
年年年

11
月
8
月
3
月
11
月
11
月

30 29 27 
年年年

26 25 23 
年年年

12
月
3
月
1
月
4
月
3
月
10
月
2
月

22
年

4
月

20
年

9
月

昭
利
18
年

4
月

宇
和
川
・
河
辺
・
大
谷
の

3
村
合
併
し
、

県
下
最
大
の
肱
川
村
誕
生
、
村
長
山
田

庄
太
郎
氏

台
風
来
襲
、
鹿
野
川
大
橋
流
失
な
ど
被

害
甚
大

村
長
選
挙
で
谷
本
義
光
氏
当
選
、
さ
ら

に
愛
媛
県
議
会
議
員
に
当
選

肱
川
村
役
場
庁
舎
新
築
落
成

肱
川
村
か
ら
の
分
離
独
立
運
動
が
激
化

肱
川
村
が
肱
川
・
河
辺
の

2
村
に
分
立

肱
川
村
長
に
池
田
萬
千
雄
氏
無
投
票
当
選

肱
川
村
森
林
組
合
発
足

建
設
省
鹿
野
川
工
事
事
務
所
開
設

横
林
村
・
貝
吹
村
の
一
部
、
肱
川
村
に

編
入
合
併

鹿
野
川
ダ
ム
起
工
式

カ
ラ
岩
谷
遺
跡
で
化
石
発
掘
調
査
開
始

鹿
野
川
ダ
ム
竣
工

町
制
施
行
、
肱
川
町
と
な
る

第

1
回
町
民
運
動
会
を
中
野
小
学
校
校

庭
で
開
催

肱
川
中
学
校
新
校
舎
落
成
、
実
質
統
合

町
内
学
校
給
食
開
始

肱
川
中
学
校
体
育
館
落
成

第

1
回
肱
川
町
青
年
大
学
開
校
、
受
講

生
98
人

「
肱
川
音
頭
」
「
鹿
野
川
小
唄
」
発
表

町
長
選
挙
で
藤
川
守
仲
氏
無
投
票
当
選

肱
川
町
公
民
館
落
成
、

11
月
に
文
部
大

臣
表
彰
受
賞

肱
川
中
学
校
で
第

1
回
ナ
イ
タ

ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
開
始

高
砂
に
町
民
運
動
場
竣
工

●
肱
川
行
政
60
年
の
あ
ゆ
み
●
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.
E
Eヨ
硲
四
且
塵
認
磁
匹
芝
酉
E
-

●
功
労
賞

故

藤

田

福

助

氏

多
年
に
わ
た
り
公
共
事
業
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
、

そ
の
推
進
に
あ
た
り
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
、
町
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

岩
田
横
太
郎
氏

長
年
に
わ
た
り
肱
川
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治

の
振
興
に
努
め
ら
れ
る
と
共
に
地
域
酪
農
業
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
表
彰
状
肱
川
郵
便
局

、
災
害
時
等
に
お
け
る
道
路
情
報
の
提
供
や
独
居
者
等

へ
の
愛
の
一
声
運
動
を
展
開
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
泊
防
団
第
一
分
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
チ
ー
ム

平
成
14
年
度
愛
媛
県
消
防
操
法
大
会
に
お
い
て
優
秀

な
成
績
を
修
め
ら
れ
、
肱
川
町
消
防
団
の
技
術
の
高
さ

と
団
結
力
の
強
さ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
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10
月

15
年

1
月

14
年

12
年
13
年

10
月
12
月
2
月
12
月
3
月
8
月

11
年

5
月

6
年

3
月

8
年

3
月

9
年

3
月

10
年

10
月

5
年

4
月

4
年

3
月

63年

4
月

平
成
元
年

5
月

2
年

12
月

61 60 59 58 57 55 54 52 51 
年年年年年年年年年

9 11 7 1 3 5 10 2 6 
月月月月月月月月月

肱
川
町
庁
舎
落
成

町
長
選
挙
で
大
野
和
氏
初
当
選

大
洲
消
防
署
川
上
支
署
開
庁

国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
完
了

長
瀬
遺
跡
・
馬
場
ノ
ナ
ル
遺
跡
発
見

河
辺
川
ダ
ム
予
備
調
査
開
始

ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
開
所

第

1
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
催

大
野
町
長
提
唱
の
「
風
お
こ
し
運
動
」

始
ま
る

「
鹿
鳴
園
」
開
園

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
竣
工

第
1
回
「
熱
き
風
心
を
開
く
人
権
集
会
」

開
催
大
野
町
長
、
河
辺
川
ダ
ム
建
設
要
請
を

臨
時
町
議
会
で
受
諾
表
明

肱
川
町
福
祉
ゾ
ー
ン
関
連
施
設
落
成
、

町
民
憲
章
制
定

「
風
の
博
物
館
」
落
成

鹿
野
川
湖
大
橋
竣
工
式

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
「
鹿
野
川
荘
」
落
成

歌
麿
の
浮
世
絵
版
木
（
町
歴
史
民
俗
資
料

館
所
蔵
）
が
国
内
唯
一
の
も
の
と
鑑
定

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か
わ
か
み
荘
」

落
成『
肱
川
町
川
の
原
簿
』
発
刊

『
肱
川
町
土
地
の
原
簿
』
発
刊

町
長
選
挙
で
久
保
田
仁
之
氏
が
初
当
選

道
の
駅
「
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
」
オ
ー
プ
ン

「
歌
麿
館
」
オ
ー
プ
ン

国
土
交
通
省
四
国
整
備
局
の
事
業
評
価

監
視
委
員
会
が
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業

の
継
続
妥
当
と
承
認

大
洲
喜
多
の
合
併
任
意
協
議
会
設
置

大
洲
喜
多
合
併
の
法
定
協
議
会
設
置
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肱
川
町
観
光
協
会
長
賞

晩
春
の
一
会
を
惜
し
む
風
の
里

肱
川
町
文
化
協
会
長
賞

廃
校
の
庭
へ
花
見
の
筵
敷
く

肱
川
町
教
育
長
賞

''"' 
若
駒
や
風
に
遊
べ
る
耳
二
つ

肱
川
町
長
賞むら

桜
咲
き
邑
が
大
き
く
な
り
に
け
り

吉
田
町

五
十
崎
町

肱
川
町
俳
句
大
会
が

4
月
6
日
、
郷
土
文
化
セ
ン
タ
ー

（
風
の
博
物
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
毎
年
、
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
行
事
の

一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
俳
旬
を
通
じ
て
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
80
人
の
参
加
が
あ
り
、
午
後

か
ら
は

7
人
の
選
者
を
迎
え
、
厳
粛
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
入
選
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
平
成
15
年

度
の
句
碑
入
賞
句
は
、
森
本
節
子
さ
ん
（
大
洲
市
）
の

「
こ
こ
に
住
み
た
し
山
頂
に
桃
の
畑
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

愛
媛
新
聞
社
賞
（
平
成

15
年
度
句
碑
入
賞
句
）

こ
こ
に
住
み
た
し
山
頂
に
桃
の
畑
大
洲
市

肱
川
町
町
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
賞

石
楠
花
の
一
ひ
ら
蝶
で
あ
り
に
け
り

清
水
十
藻
子

字

和

町

大

崎

康

代

字

和

町

鈴

木

弥

生

五

十

崎

町

稲

田

数

魚

森

木

節

子

宍

田

柳

子

●
肱
川
町
俳
句
大
会
入
選
句
●

お

茶

会

大
盛
況
だ
っ
た
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く

,'~ 

．
 

●
お
茶
会
●
4
月
6
日
の
お
茶
会

で
は
、
河
辺
村
教
育
委
員
会
の
英

語
指
導
助
手
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
キ

ャ
リ
ガ
ー
さ
ん
が
着
物
姿
も
あ
で

や
か
に
お
手
前
を
披
露
し
、
訪
れ

た
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

●
こ
ん
に
ゃ
く
●
し
ゃ
く
な
げ
谷

の
駐
車
場
で
は
、
そ
よ
風
グ
ル
ー

プ
が
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
の
実
演

販
売
を
行
い
、

4
0
0
個
の
こ
ん

に
ゃ
く
を
完
売
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
肱
川
町
さ
わ
や
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
で
ん
、

ひ
じ
き
ご
は
ん
な
ど
の
バ
ザ
ー
が

花
見
客
に
大
変
喜
ば
れ
、
肱
川
工

ビ
ネ
会
会
員
が
育
て
た

5
0
0
鉢

の
エ
ビ
ネ
は
、
多
く
の
来
場
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
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自治会の主な役員が決まりました
（各自治会組織の一部を抜粋しています）

今
長 木禾木 繋

今
長 土居貞丸コ コ

副会長 （代表地区長） 池田重雄 副 会 長 吉田博和

副会長（公民館長） 鳥越 寛 地域振興部会長 永田喜洋

白岩友和 社会敦育部会長 吉田博和
公民館主事

宮本賢次 正山風の会会長 泉 椙男

松下 甲 安） 1|、知則
体 育 ラ女 員 体 育 係

山田由美子 今宮祐美

角田和三

I 
福山 保

| （ 
監 事 監 事

金野 芝I＇ 芝I］ 上岡 茂

会 長 二宮賢一郎 会 長 下石 勲

副
今

長 ！
岩田 昭 佐久保恵一

副 今
長コ

中本富志恵 コ
渡邊勝美

地域振騨剖会長 寺岡 修
事務局長（兼会計） 松田龍唄

社会敦育圏会長 中塚 忠
行政墜会長 山根春重

福祉衛生墨会長 濱田静夫
生涯敬育郎会長 冨永幸男

樽川直重
体 育 ラ女 貝＝ l 生涯敦育主事 和氣哲弘

上田秀美

木示木 繁夫 体 育 末女 貝Cニコ
東 誠幸

幹 事 l
岩田忠義 西本さよみ

事 1

久保 巖
監 事

渡邊弘務
監

三好一男 吉車永‘ ノム▽イ底志

今
長 松田福市コ 自治会への補助金のしくみ

副 へコ 長 大野立志
◎自治会事業補助金は、平成15年度から、各

振興音B会長 三瀬良治 自治会が策定する地域づくり計画書に掲載

社会敬育圏会長 橋本英機 された事業に対し、自治会からの申請をも

とに町の予算の範囲内で助成を行います。
福祉衛生音〖会長 山下 博

◎従来の部落振興事業については、各地区へ
行政邪会長 山下道教 の助成ではなく自治会を通じた補助金交付

藤原孝行
となります。

体 育 ラ女 負 ！ 1部落長報報酬酬7豆極分館役員 動補助金

堀内英雄
I 1町税完納

監 事
森岡敏治

I部落振興
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議

長

森

繁

夫

副

議

長

福

山

保

任
期
満
了
に
伴
う

一
般

選
挙
後
の
議
会
構
成
な
ど

を
行
う
、
臨
時
町
議
会
が
、

5
月

8
日
に
招
集
さ
れ
、

次
の
と
お
り
新
体
制
が
決

ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
山
鳥
坂
ダ
ム
推

進
特
別
委
員
会
と
大
洲
喜

多
合
併
推
進
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
◎

山

口

吉

浩

〇

泉

福

男

森

繁

夫

神
井
恵
一
郎

山

崎

退

二

宮

秀

一

産
業
委
員
会
◎

藤

川

貢

0
沖

浦

賢

嗣

福

山

保

渡

邊

弘

務

松
本
金
次
郎

岩

田

忠

義

、．`

※
◎
は

委

員

長

0
は
副
委
員
長

山
鳥
坂
ダ
ム

推
進
特
別
委
員
会

◎

山

崎

退

0
二

宮

秀

一

全

議

員

大
洲
喜
多

合
併
推
進
特
別
委
員
会

◎
神
井
恵
一
郎

0
沖

浦

賢

嗣

全

議

員

監
査
委
員
岩
田

忠
義

u胃
月
当
選
証
書
付
与

(
4
月

30
日

IIJ

議閂

"Wい
丘
選
出

e
払いましょう

｀
 

g
て
も

‘_l-0 

＞
 

(

『ま

年
を
さ
る
わ

士
q栢
、

戸
が
ら

紅
も
訊
同
た
も

年

だ

叶

ぱ

5
ぃ
ま

レ`
ょ

I

つ

町消防団臼真

決

団長

副団長

冨永

白岩

武雄

千明

分団 分団長 副分団長 部長

岩田良一
成登 寛

第 1 松本隆寿

冨永光明

第2 寺尾秋広 宮田 昭 山下光幸

上田恒雄
徳丸寿晴

第3 前田明弘

高田栄治

中野真二 思田孝幸
中田勝幸

第4
土居裕二

第5 山下雅英 三瀬哲也 井脇忠志
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町議さんの、
ご紹介

先
の
町
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
、

12
人
の
方
々

が
当
選
さ
れ
、
引
き
続
き

大
洲

・
喜
多
4
市
町
村
の

合
併
に
向
け
た
協
議
、
新

し
い
町
肱
川
町
の
創
造
等

町
政
に
参
画
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
抱
負
な
ど
を
お

聞
き
し
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

（
議
席
順
に
掲
載
。
年
齢

・

職
業
・
当
選
回
数
・
地
区
）

合
併
ま
で
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
諸
問
題
を
誠
意
を
持

っ
て
対
処
し
、
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
肱
川
の
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

匹みや ひでいち

一宮秀一
53歳商業

3回 （下鹿野川）

ふくやま たもつ

福山 保
53歳農業

4回 （協生）

2
期
目
の
議
席
を
与
え
て
戴

き
ま
し
た
。
皆
様
の
声
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
要
望
に
対
し
、
視

点
を
同
じ
く
し
て
町
政
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2
期
目
に
当
選
さ
せ
て
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
期

4
年
間
で
学
ん
だ
事
を
生
か

し
、
ま
た
、
町
民
の
皆
様
方
の

代
弁
者
と
な
っ
て
働
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
担
な
発
想
の
転
換
を
行

い
、
魅
力
あ
る
心
か
よ
う
町
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後

共
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
回
、
無
投
票
と
い
う
か
た

ち
で
信
託
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
違
っ
た
責
任
の
重
さ
を
痛
惑

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
公
正
に

誠
実
に
議
会
活
動
に
当
た
り
ま

す。
こ
の
度
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支

援
を
賜
り
、

4
期
目
の
議
席
を

頂
き
感
激
と
共
に
責
任
の
重
大

さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
の
ご
助
言

と
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふじかわ みつぐ

藤川 貢
61歳農業

2回（上森山）

やまさき つよし

山崎 退
62歳農業

3回 （藤野原）

いわた fヂよし

岩田
Kー、．

忠義
53歳農業

2回 （影 地）

やまぐち よしひろ

山口吉活
42歳会社社長

3回（大和）

合
併
後
の
肱
川
町
の
有
り
方

を
考
え
る
、
高
齢
化
が
進
ん
だ

肱
川
の
農
林
業
を
ど
う
す
る

か
、
明
る
い
豊
か
な
町
づ
く
り

に
努
力
し
ま
す
。

まつもときんじろう

松本金次郎
68歳農業

4回（小薮）

無
投
票
で
当
選
さ
せ
て
戴
い

た
事
に
甘
え
ず
ダ
ム
の
振
興
計

画
、
市
町
村
合
併
ま
で
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
い

の
で
、
悔
い
の
な
い

2
年
間
に

す
る
た
め
、
努
力
し
ま
す
。

4
期
目
の
議
席
を
与
え
て
頂

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
合
併
を

間
近
に
控
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
事
を
充
分
認
識
し
、
何
事
も

”
こ
れ
で
良
い
の
か
“
と
確
認

し
な
が
ら
取
組
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
無
投
票
当
選
は
、

町
民
各
位
に
よ
る
”
信
頼
“
と

受
け
止
め
、
そ
れ
を
無
に
し
な

い
よ
う
合
併
ま
で
の
諸
問
題
解

決
や
事
業
促
進
に
努
め
ま
す
。

当
選
さ
せ
て
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
肱
川
町
は
合
併

の
問
題
、
山
鳥
坂
ダ
ム
問
題
な

ど
が
あ
り
、
自
分
の
町
は
自
分

で
守
り
町
民
と
一
緒
に
頑
張
り

ま
す
。無

投
票
当
選
を
謙
虚
に
受
け

と
め
農
林
業
の
振
興
、
少
子
・

高
齢
化
、
合
併
問
題
等
、
課
題

解
決
と
ふ
る
さ
と
の
元
気
回
復

の
た
め
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

頑
張
り
ま
す
。

かみいけいいちろう

神井恵一郎
63歳農林業

8回（大和）

もり しげお

森 繁夫
61歳農業

4回 （白石）

械籐狐杭
67歳農林業

7回（下嵯峨谷）

いずみ ふくお

泉 福男
59歳会社役員

4回 （共栄）

おきうら けんし

沖浦賢嗣
61歳農林業

5回（中居谷）
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EMについての説明を聞く
大谷自治会の参加者

E

M

（
有
用
微
生
物
群
）

を
利
用
し
て
水
質
浄
化
や
環

境
改
善
に
取
り
組
ん
で
も
ら

お
う
と
大
谷
自
治
会
福
祉
衛

生
部
会
（
濱
田
静
夫
部
会
長
）

に
よ
る
「

E

M
学
習
会
」
が

4
月
20
日
、
大
谷
自
治
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約

1
0

0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
え
ひ
め

E

M
普

及

協
会
世
話
人
代
表
の
小
田
満

会
長
と
財
団
法
人
自
然
農
法

国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
四

国

地

区

普

及

所

の

津

曲

徹

氏
、

E

M
に
詳
し
く
そ
の
実

践
者
で
も
あ
る
城
川
町
の
恵

美
須
明
美
さ
ん
を
招
き
、

E

M
の
働
き
や
米
の
と
ぎ
汁
を

EM培養施設

利
用
し
た

E

M
発
酵
液
の
作

り
方
•
利
用
の
仕
方
な
ど
を

教
わ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
「
さ
っ
そ
く
や
っ
て

み
よ
う
」
と
大
谷
自
治
セ
ン

タ
ー
近
く
に
設
置
さ
れ
た

E

M
培
養
施
設
で
製
造
し
て
い

る

E

M
活
性
液
を
持
ち
帰
る

人
も
い
ま
し
た
。

E

M
普

及

の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
大
谷

地
区
の
今
後
の
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

E

M
は
、

役
場
窓
口
課
‘で
も
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

6
3
4
|
2
3
1
1
 

E
M
菌
を
暮
ら
し
の
中
へ

大
谷
自
治
会
で
E

M
学
習
会

〇
肱
川
町
名
誉
町
民
賞
の
授
与
に
つ
い
て

大
野
和
氏
は
、

6
期
24
年
に
わ
た
リ
肱
川
町
長

と
し
て
在
職
し
、
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
に
大
き

な
功
績
が
あ
っ
た
。
町
の
誇
リ
と
し
て
尊
敬
に
価

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
肱
川
町
名
誉
町
民

賞
を
授
与
し
た
い
た
め
議
会
の
同
意
を
求
め
た
。

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て大
塚
泰
幸
委
員
・
増
田
喜
芳
委
員
の
任
期
満
了

に
よ
リ
議
会
の
同
意
を
求
め
た
。

も

り

0
ひ
じ
か
わ
の
森
林
を
育
む
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
森
林
の
荒
廃
に
よ
る
公
益
的
機
能
、
と
リ
わ
け

水
源
か
ん
養
能
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
、
肱
川

流
域
の

一
町
と
し
て
積
極
的
に
水
源
の
森
づ
く
リ

を
推
進
す
る
た
め
、
制
定
さ
れ
た
。

〇
肱
川
町
町
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

自
治
会
制
度
が
発
足
す
る
の
に
伴
い
、
拠
点
施

設
で
あ
る
肱
川
町
町
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
自
治

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

〇
肱
川
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

自
治
会
の
統
括
剖
署
を
設
置
す
る
と
と
も
に
山

鳥
坂
ダ
ム
の
建
設
推
進
に
向
け
て
の
体
制
を
整
え

る
た
め
に
、
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

〇
報
酬
及
び
費
用
弁
償
額
並
び
に
支
給
方
法
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

自
治
会
制
度
発
足
に
伴
い
、
自
治
会
長
の
報
酬

を
定
め
る
一
方
、
公
民
館
分
館
長
、
同
分
館
主
事

及
び
体
育
委
員
の
唄
が
削
除
さ
れ
た
。

0
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

肱
川
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受

け
、
議
員
の
報
酬
月
額
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
に

つ
い
て
改
正
さ
れ
た
。

0
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

肱
川
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受

け
、
特
別
職

（町
長
、
助
役
、
収
入
役
）
の
給
料

月
額
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
国
の
基
準
に
基
づ

き
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
に
つ
い
て
改
正
さ
れ

こ
。
t
 
〇
肱
川
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
肱
川
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受

け
、
敦
育
長
の
給
料
月
額
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
に

つ
い
て
改
正
さ
れ
た
。

〇
肱
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
歌
麿
館
に
つ
い
て
は
、
風
の
博
物
館
と
共
に
郷

土
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て

一
体
と
な
っ
た
運
営
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
歌
麿
館
運
営
特
別
会
計
を
廃

止
し
、

一
般
会
計
に
統
合
さ
れ
た
。

〇
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
二
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成

15
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
リ
、
肱
川
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
二
部
が
改
正
さ
れ
た
。

〇
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
被
保
険
者

の
一
邪
負
担
金
が
、
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
リ
、

肱
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
郎
が
改
正
さ
れ

こ
。
t
 

〇
肱
川
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

町
議
会

3
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
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函 釦
ドーム型の屋根がスライドする

「正山星の観測所」

正山小学校体育館で行われた記念講演会

正
山
星
の
会
（
山
本
登
志

夫
会
長
）
が
発
案
し
、
道
野

尾
地
区
の
瓜
畦
に
建
設
を
進

め
て
い
た

「正
山
星
の
観
測

所
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

4
月
24
日
に
約

1
2
0
人
が

出
席
し
て
完
成
記
念
行
事
を

行
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

「
観
測
所
ネ
ー
ミ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
応
募
作
品
の
発

表
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
は
大

野
耕
平
君
（
正
山
小
学
校

2

年
）
の
「
ま
ん
て
ん
の
へ
や
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
に
併
せ
、
イ

ケ

ヤ

・

セ

キ

彗

星

を

発

見

し
、
四
国
を
代
表
す
る
ア
マ

チ
ュ
ア
天
文
家
、
関
勉
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
正
山
星
の
観
測
所
は
、

ド
ー
ム
型
の
屋
根
を
ス
ラ
イ

ド
さ
せ
て
開
閉
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
お
り
、
晴
れ
た
日

に
は
星
空
の
観
察
に
絶
好
の

場
所
と
し
て
児
童
•
生
徒
の

天
体
学
習
に
も
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

き
ん
こ
ん
①
へ
や
ガ
完
成

正
山
星
の
観
測
所

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
第
2
期

事
業
計
画
に
入
る
た
め
保
険
料
の
改
定
が
必
要
と

な
る
。
こ
の
た
め
、
肱
川
町
介
護
保
険
条
例
の

一

部
が
改
正
さ
れ
た
。

〇
肱
川
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例鳥
獣
保
護
及
狩
猟
二
関
ス
ル
法
律
が
全
面
改
正

さ
れ
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
が
平
成
14
年
7
月
12
日
に
公
布
、
平
成
15
年

4
月
16
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め
肱
川
町
手
数
料

徴
収
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

〇
肱
川
町
地
域
振
興
事
業
費
補
助
金
及
び
分
担
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

給
水
施
設
整
借
事
業
に
つ
い
て
、
個
人
で
施
設

の
整
備
を
実
施
す
る
場
合
の
補
助
規
定
が
追
加
さ

れ
た
。

〇
肱
川
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

水
道
法
の
一
邪
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
13
年

7
月
4
日
に
公
布
、

平
成
14
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
た
め
、
肱
川
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

0
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

，

農
道
改
良
整
偶
2
地
区

〇
肱
川
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

町
道

2
路
綜

0
平
成
14
年
度
＿
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
29億
9
3
0
0
万
円
と
し
た
。

0
平
成
14
年
度
肱
川
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
1
0
0
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
5
億

8
5
5
万
8
千
円
と
し
た
。

0
平
成
14
年
度
肱
川
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
0
7
万
1
千
円
を
追
加

ふ一、
ク＼一
＼ノ‘

＼ 

I 

し
、
総
額
を
2
億

8
3
0
万
6
千
円
と
し
た
。

0
平
成
14
年
度
肱
川
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
6
7
万
2
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
9
1
5
5
万
円
と
し
た
。

0
平
成
14
年
肱
川
町
歌
麿
館
運
営
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
万
7
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
5
2
0
6
万
7
千
円
と
し
た
。

0
平
成
15
年
度
一
般
会
計
予
算

24
億

4
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

0
平
成
15
年
度
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算2
億

7
8
8
0
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

0
平
成
15
年
度
肱
川
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

4
億

8
3
6
0
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

0
平
成
15
年
度
肱
川
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特

別
会
計
予
算

2
0
0
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

0
平
成
15
年
度
肱
川
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

2
億

3
0
8
0
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

0
平
成
15
年
度
肱
川
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
予
算

1
5
8
0
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

0
平
成
15
年
度
肱
川
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

8
2
0
0
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

0
平
成
15
年
度
肱
川
町
商
業
集
積
施
設
管
理
特
別

会
計
予
算

3
1
0
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。
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事業名 区分 事業内容 補助率 説 明

給 補助対象事業 20人以上で給水できる施設 90% 
水

19人以下で給水できる施設 90% 町長が特に必要と認めるもの施
設

町長が特に必要と認めるもの
整 町単独事業
備 個人で給水できる施設 50% 但し、補助対象事業費限度額を100万円
事 ヽ

業 とする

偏整事業浄化合併処
補助対象事業 100% 碁準事業費に対して100%

町単独事業 5% 槽理

文寸力ゞ 兎長
国庫補助 100% 20戸以上策け傾

事地斜 補助対象事業
県費補助 19戸以下業災防地 87.5% 

施主
． 

主要通学路生コン舗装及び ・事業費5万円以上100万円を限度とす
設要 80% 、通

改良（車道を除く） る
ヰハi学洛 町単独事業

• 生コン舗装については、労力は地元同、

施防 その他 50% 
=目•又9し火く≪ 提供とする

農地を確保する
農地の造成改良 40% 

受益面積が原則として20a以上のもの

ための対策 受益戸数 2戸以上

小 園内道及び作業道 50% 
幅員2m以上、延長50m以上

受益戸数 2戸以上

規 受益面積が10a以上の農地
区画整理 35% 

模
受益戸数 2戸以上

客土 40% 
受益面積が10a以上の農地

基 農地を改良する 受益戸数 2戸以上

盤
ための対策

かんがい排水 30% 
受益面積が10a以上の農地

受益戸数 2戸以上

整 受益面積が10a以上の農地で水路延長

備 農業用水路 30% 
が50m以上のもの

ため池も含む

事 受益戸数 2戸以上

業
簡易なハウスの整備に要する資材代に

特認対策 簡易ハウス整備 30% 
対する補助

事業費は5万円以上で30万円を限度と

する

阪ぅ有 電気牧柵整備 電気牧柵用資材の購入に要

止施設整害獣目鳥 する経費
50% 

事業

防護柵用資材の購入に要す
1施設5万円以上20万円を限度とする

備地
防護柵整備事業 50% 事侵

る経費業入
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肱川町の地域振興事業等に対する補助事業一覧表

肱川町では、下記のとおり振興事業に対する補助を行っています。詳しくは、役場までお問い

合わせください。 合 34-2311
（抜粋）

事業名 区分 事業内容 補助率 説 明

用地費及び物件補償が
道

町 補助対象の場合
90% 

路
道 用地費及び物件補償が

橋
補助対象外の場合

95% 

＊ ぇヌト 補助対象事業
用地費及び物件補償が

の
辰註 補助対象の場合

85% 

新 林
用地費及び物件補償が

号ロ又几
道

90% 

事
補助対象外の場合

業
起債対象事業 85% ・公共性の高い道路

町単独事業
町単独事業 70% ・事業費100万円を限度とする

舗道
主要連絡道及び幹線林道 100% ・事業実施に当たっては、利用度、交

路 通量等を勘案し、事業を施行する

装橋
補助対象事業及び ー級町道 100% •一般町道の コ ンクリ ー ト現物支給事

示ぅヌ 業については

事の
町単独事業

一般町道 97% ①コンクリ ー トは現場まで運搬する

改 ②グレーダーにより路面整地する

業良 農林道 95% ③労力は地元提供とする

補道 ー級町道 100% ・路面敷砂利
修路
町単独事業 一般町道 80% ①事業費50万円を限度とする事維の

業持 グレーダー路面整備 100% ②労力は地元提供とする

整備の享業 施蔑業用諒
補助対象事業 80% 

町単独事業
水路、ため池及び取水せき

70% 

耕農 農用地造成及び農地 国庫 80% 
地地 補助対象事業

区画整理 県費整開 70% 
理発 農用地造成 35% 
事及 町単独事業
業び 農地区画整理 30% 

整集 特別な理由があると認められる地域につ '
備会 補助対象事業 80% 

いては、負担率を軽減する場合がある
事施=；；又T1, 

業の 町単独事業 70% 事業費20万円以上500万円以下

整備事業 施消設防
補助対象事業 95% 

町単独事業 80% 事業贅10万円以上100万円以下
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◆
前
立
腺
と
は

前
立
腺
は
男
性
の
膀
脱

の
出
口
に
あ
リ
、
尿
道
の

始
ま
リ
の
巫
分
を
取
リ
囲

ん
だ
状
態
で
、
正
常
で
あ

れ
ば
ク
）
ミ
大
の
大
き
さ

の
獨
器
で
す
。
機
能
の
一

節
を
作
っ
て
い
ま
す
。

◆
急
増
す
る
前
立
腺
が
ん

生
活
習
慣

・
食
習
慣
の

欧
米
化
に
よ
っ
て
、
日
本

で
も
過
去
30
年
閻
で
、

9

倍
以
上
に
増
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
さ
ら
に
増
え

令
、
男
性
は

前
立
腺
が
危
な
い
！

◆
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く

い
前
立
腺
が
ん

前
立
腺
が
ん
の
初
期
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
何

の
自
覚
症
状
も
あ
リ
ま
せ

ん
。
が
ん
が
進
行
す
る
に

し
た
が
っ
て
尿
が
出
る
の

に
峙
暦
が
か
か
る
・
尿
の

勢
い
が
弱
い

．
排
尿
の
回

数
が
増
え
る
等
の
症
状
が

［人数］
14,000← ----_ ＿ --_ ＿ -＿ _ _ ＿ ＿ ＿ ＿ -------------

12,000[］口70~79歳―---＿＿---_＿＿＿＿＿＿
10,000 ＿旦 60~69歳［ュ ----_＿

8.000 ~ --------------------， 

6.000← -_ ＿ ＿ ＿ ＿ -＿ ＿ ＿ ＿ --_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ， 

2.000 ~ー ―-------， 

O 1970 

病状がすすむと

腰や足が痛くなります

尿が出るのに

時間がかかる

1980 1990 2000 

年
齢
別
に
み
た
前
立
腺
が
ん

死
亡
数
の
動
向
と
予
測

厚
生
省
が
ん
研
究
助
成
金
（
渡
邊
班
）

黒
石
哲
生
ら
の
報
告

(
1
9
9
5
)
よ
り
』

-次年一
1

゜
ー

゜
2
 

排尿障害はありませんか？

尿の勢いが

弱し‘

排尿の回数がふえる

（特に夜間）

出
て
き
ま
す
。
腰
痛
症
状

が
出
て
初
め
て
前
立
腺
が

ん
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
も

ま
れ
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

血液検査
(PSA) 

続
け
、
男
性
死
因
の
上
位

を
占
め
国
民
的
が
ん
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
リ
ま
す
。

■前立腺の位薗としくみ

尿道

陰茎

◆
検
診
の
手
順

検
査
は
、

1
m
l
以
下
の

血
液
で
測
定
で
き
ま
す
。

前
立
腺
特
異
抗
原

(
P

S
A
)
は
前
立
腺
で
作
ら

れ
て
い
る
蛋
白
質
で
す
。

血
液
内
の
正
常

値
は
、

4
.
0

ng
/
ml
以
下
で

す
。
が
ん
か
が

ん
で
な
い
か
非

常
に
悩
ま
し
い

値
は
、

4
.
0

S
1
0
.
o
n
g
/
 

ml
の
範
囲
で

す。

P
S
A
が

10ng
/
ml
で
あ

血
液
検
査
で
前
立
腺
の
病
氣
を
見
つ
け
よ
う
！

精涵

前立腺（外腺）

前立腺（内腺）

れ

ば

陽

性

的

中

率

は

5
0
%
•
1
0
0噂／
m
lを

越
冗
る
と
ほ
ぼ
1
0
0
%

の
陽
性
的
中
率
で
す
。
し

か
し

P
S
A
値
の
み
で
前

立
腺
が
ん
と
最
終
剖
断
し

て
は
な
ら
ず
、
前
立
腺
組

織
検
査
に
よ
る
病
理
検
査

に
よ
っ
て
確
定
診
断
さ
れ

ま
す
。

◆
平
成
15
年
度
か
ら
肱
川

町
で
も
導
入

成
人
病
検
診
時
に
、
採

血
を
し
て
検
査
を
行
い
ま

す
。
個
人
負
担
は
1
0
0

0
円
で
す
。

40
歳
を
過
ぎ

た
ら
前
立
腺
が
ん
検
診
を

う
け
ま
し
ょ
う
11"
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スポーツ保険に加入しませんか！

スポーツ活動や文化活動、ボランティ

ア活動に最適です。

被保険者

保険期間

掛け金を振リ込んだ日の翌日から平成

16年3月31日まで
3掛け金 (1人年額）
500円～9,000円 （加入区分による）

4 お問い合わせ先
肱川町町民ステーション ff34-2307

1

2

 

5人以上の団体

// 

会

長
副
会
長

II 

監

事

兵金片松久
保

頭野山本田

政金仁
次

茂翌治郎之

肱
川
町
体
育
協
会
総
会
が

4
月
3
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
、
公
民
館
で
主

催
し
て
お
り
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
今

年
度
か
ら
は
当
協
会
で
主
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

第31回
ソフトポールリーグ戦
日程表

※◎印は、審判チームです。◎印の付いていないチームが、
さしヽ。

1試合目の◎印の付いていないチームが、準備当番です。
2試合目の◎印の付いていないチームが、日誌とカギの返却当番です。
グラウンドの整備は、 両チームで行って ください。

日誌を記入してくだ

月日 曜日 第 1 試合 (19: 30) 第 2 試合 (20: 50) 

5/ 7 水 ◎大谷ファイヤ スト ンズ 道野尾 山槌

8 木 ◎共栄マッ キーズー上 鹿 野 JI I A ◎ミ ドル予子林 ー川 上 ．建 吾n几又， 金 ◎ヤ ン グ予子林 一 三 ヽ 月 ◎ 中野ド ッグバック ー グレ ードア ップ大谷

10日 （土） ～11日（日） ／休 み

12 月 ◎大 谷 メ ツ ツ ーオ ール中居谷 ◎ 下鹿野川セリー グ ー 中野ファイターズ

13 火 ◎正 山リトルファイトー山鳥坂 ダムウイングス ◎肱 JI I 町 議 会 一ひ じ 建

14 水 ◎上 鹿 野 JI I B ー大谷ファイヤーストーンズ ◎予子林イチ ウリーズー共 栄マッ キーズ
15 木 ◎赤 石山 橋一中野ドッグバック ◎ 川 上 建 設 一 道野尾 山槌

16 金 ◎ミ ドル予子林 ー ヤ ン グ予子林 ◎大 谷 メ ツ ツ ー下 鹿野川セリーグ

17日（土） ～18日（日） ／休 み

19 月 ◎オ ール中居谷ー上 鹿 野 JI I A ◎ 中野フ ァイタ ーズー予子林イチウリーズ
20 火 ◎正 山リトルファイトー肱 JI I 町 議 会 ◎ 山鳥坂 ダム ウイン グス ーグレードア ップ大谷
21 水 ◎ひ じ 建 ー 赤 石山 橋 ◎三 月 一 上 鹿 野 JI I B 
22 木 ◎下鹿野 川セリーグー共 栄マッ キー ズ ◎ ヤ ン グ予子林 ー 大谷ファイヤーストーンズ

23 金 ◎予子林イチウ リーズー大 谷 メ ツ ツ ◎ 中野ファイ タ ーズー上 鹿 野 JI I A 
24日（土） ～26日（月） ／休 み

27 火 ◎ひ じ 建ーグレードアップ大谷 ◎ 上 鹿 野 JI I B ーミ ドル予子林
28 水 ◎ニ 月一道野尾 山槌 ◎大谷ファイ ヤーストーンズ ー川 上 建 吾nn又.l 

29 木 ◎ 中野フ ァイタ ー ズ ー 大 谷 メ ツ ツ ◎ 、上 鹿 野 JI I A ー予子林イチウリーズ
30 金 ◎ 中野ド ッグバック ー山鳥坂ダムウイングス ◎共栄マッ キーズーオ ール中居谷

31日 （土） ～ 6/1日（日） ／休 み

6/ 2 月 ◎グレ ードア ップ大谷 一赤 石山~ 橋 ◎ひ じ 建 一 正山リトルファイト

3 火 ◎道野尾 山槌ー上 鹿 野 JI I B ◎三 月 ーミ ド）レ予子林

4 水 ◎ ヤ ン グ予子林 ー川 上 建 吾n几又 ◎下鹿野 川セリー グ ーオ ール中居谷

5 木 ◎共栄マッ キーズー中野フ ァイターズ ◎上 鹿 野 JI I A ー 大 谷 メ ツ ツ

6 金 ◎ 中野ド ッグバック ー ひ じ 建 ◎肱 JI I 町 議 会 ー山鳥坂ダムウイングス
7日（土） ～ 8日 （日） ／休 み， 月 ◎グレ ードア ップ大谷 一正山リトルフ ァイト ◎大谷ファイヤーストー ンズ ー 三 月

10 火 ◎道野尾 山槌ーミ ドル予子林 ◎ 上 鹿 野 J l | B ーヤ ン グ予子林
11 水 ◎予子林イチウ リーズ一下鹿野川セリー グ ◎大 谷 メ ツ ツ ー共 栄マッ キーズ

12 木 ◎ 山鳥坂ダム ウイ ングス ーひ じ 建 ◎オ ール中居谷ー中野ファイ タ ーズ

13 金 ◎ 川 上 建 珀瞑ーニ一 月 ◎赤 石山 橋一肱 JI I 町 議 会
14日 （土） ～15日（日） ／休 み

16 月 ◎ミ ド ル予子林ー大谷ファイヤーストーンズ ◎道野尾 山槌ーヤ ン グ予子林

17 火 ◎ 上 鹿 野 JI I A ー 下鹿野川セリ ー グ ◎正 山リトルフ ァイ トー中野ド ッグバック
18 水 ◎オ ール中居谷一予子林イチウリーズ ◎グレ ードア ップ大谷 一 肱 JI I 町 議 会
19 木 ◎ 川 上 建 設 ー 上 鹿 野 J l | B ◎ 山鳥坂 ダムウイングス ー 赤 岩 橋

20 金 ◎ ◎ 

21日 （土） ～22日（日） ／休 み

23 月 ◎肱 JI I 町 議 会ー中野ドッグバック ◎赤 石山 橋 一正山リト ルファイト
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子ともの
饂全育成①尼⑨lこ

肱川町PTA連合会総

会が4月25日に開催され、

役員改選が行われました。

新役員は次のとおりです。

役職 氏 名 備考

会長 中野真二 肱川中

沖野幸美 中野小

副会長 瀧野隆志 正山小

垣見節子 正山小

三瀬健一 予子林小
監事

山内光郎 中野小

事務局 坂本三雄 肱川中

r---------------------、---------------------------------------9
ì ==---t. ）一よ— 9 -r ＇ の別会 日読

隊 動＾に書 4
員 隊上ちの月
6コ田な日 23
人
＝ n冗利み一

ヵ：扁明 ‘
日
では

か 代 正す—正 表山 子゚
山せ-読 こ ど
小 門の 書 のも 正

山
小
で
読
み
聞
か
せ

一

2年生の教室で

学
校

（
垣
見
節
子
校
長）

の
各
学
年
の
教
室
で
約

15

分
間
、
絵
本
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
を
行

い
ま
し
た
。

2
月
か
ら
始
め
た
こ
の
活

動
は
、
今
回
で

3
回
目
で

す
。
児
童
か
ら
は
「
読
み

方
が
上
手
な
の
で
自
然
に

物
語
の
中
に
入

っ
て
い
け

る
」
「
同
じ
本
を
み
ん
な

が
楽
し
め
る
」

、な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
に
限
ら
ず
、
大
人
も

子
ど
も
も
読
書
の
習
慣
を

生
活
の
中
に
上
手
に
取
り

入
れ
、
人
生
を
よ
り
豊
か

に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

私
は
以
前
、
喜
多
郡
内
の

他
の
町
に
長
く
勤
め
て
お
リ

ま
し
て
、
そ
の
頃
か
ら
肱
川

町
の
人
権
集
会
の
こ
と
は
、

よ
く
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。

一
度
も
参
加
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
独

特
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
印
象
に

残
リ
ま
し
た
。
「
熱
き
風
、
心

を
開
く
人
権
集
会
」
、
ど
な
た

が
名
付
け
親
な
の
か
存
じ
ま

せ
ん
が
、
単
に

0
0町
人
権

集
会
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い

中
で
、
ひ
と
き
わ
鮮
烈
な
印

象
を
与
え
て
く
れ
る
名
称
だ

と
思
い
ま
す
。

お
と
と
し
肱
川
町
に
赴
任

し
、
初
め
て
こ
の
集
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
罪
年
は
、
実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い

た
だ
き
、
運
営
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
思
い
出
す
の
は
、
担
当

者
が
集
ま
っ
て
、
人
権
集
会

用
の
映
画
を
選
ぶ
た
め
に
試

写
会
を
開
い
た
こ
と
で
す
。

肱
川
町
の
人
権
集
会

3
本
続
け
て
映
画
を
観
た
の

は
高
校
以
来
で
す
が
、
採
用

さ
れ
な
か
っ
た
他
の

2
本
も
、

手
の
こ
ん
だ
ス
ト
ー
リ
ー
で

「
人
権
」
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点

で
と
ら
え
て
お
リ
、
視
聴
後

は
、
ち
ょ
っ
と
得
し
た
気
分

に
な
リ
ま
し
た
。

さ
て
何
事
も
、
よ
き
伝
統

を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
新

し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
リ
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
リ
ま
す
。

幸
い
こ
の
集
会
は
、
町
内
の

多
く
の
主
催
団
体
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
町
民

の
自
発
的
な
参
加
に
よ
リ
、

「
熱
き
風
」
が
ふ
き
続
け
る
こ

と
を
祈
る
と
と
も
に
、
自
分

も
学
校
教
育
に
携
わ
る
者
と

し
て
、
研
さ
ん
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中

野

小

学

校

上

田

敏

広

去
る

4
月
2
9
日

は
祭
日
で
「
み
ど

り
の
日
」
で
し
た
。

以
前
は
昭
利
天
皇

の
誕
生
日
で
の
祝

日
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
に

変
わ
っ
て
「
み
ど

り
の
日
」
と
改
め

ら
れ
た
わ
け
で
す
。

あ
の
若
薬
の
香
る
緑
は
何
と
も

言
え
ま
せ
ん
。
「
み
ど
り
の
日
」

と
は
正
に
時
に
合
っ
た
祭
日
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

全
国
で
は
、
こ
の
日
を
記
念

し
て
毎
年
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で

植
樹
祭
等
が
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
森
林
、
林
業
白
書
で
は

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
な
ど
の

面
か
ら
森
林
整
備
が
重
要
な
こ

と
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
肱
川
町
に
お
い
て
も
「
ひ

も

り

じ
か
わ
の
森
林
を
育
む
基
金
条

例
」
を
制
定
さ
れ
、
今
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
水
源
か
ん
養
機
能

の
た
め
広
葉
樹
、
照
葉
樹
を
よ

み
が
え
ら
せ
る
た
め
の
甚
金
創

設
で
あ
り
ま
し
て
、
水
資
源
の

重
要
さ
と
環
境
保
全
の
大
切
さ

を
私
達
町
民
一
人
一
人
が
本
当

に
心
し
て
幅
広
く
参
画
し
て
参

り
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

疇 ファインダー
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0
平
成

15
年
度

青
年
団
新
役
員
発
表

今
年
度
は
こ
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
と
し
て
頑
張
リ

ま
す
。
0
新
団
長
あ
い
さ
つ

沖
野
恵
三
さ
ん
に
今
年

度
の
い
き
ご
み
を
聞
き
ま

し
た
。

〇
令
年
度
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

冨
永
哲
成
さ
ん
、
谷
本

隆
史
さ
ん
、
東
誠
幸
さ
ん
、

稲
田
瑠
美
さ
ん
の

4
人
で

す。

こ
の
程
、
青
年
団
長
を
務
め

る
専
と
な
リ
ま
し
た
沖
野
で
す
。

青
年
団
に
入
団
し
て
、
今

年
で

4
年
目
と
な
リ
ま
す
が
、

振
リ
返
っ
て
み
る
と
、
他
の

役
邑
の
方
々
に
頼
る
ば
か
リ

で
積
極
的
な
青
年
団
活
動
へ

の
参
加
が
出
来
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
、
団
昌
の
ま

と
め
役
に
な
っ
た
事
を
き
っ

か
け
に
、
活
動
内
容
を
把
握

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
務
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

沖野

4
月
か
ら
役
場
で
お
世
話

に
な
っ
て
お
リ
ま
す
冨
永
哲

成
で
す
。

ま
だ
、
青
年
団
の
活
勧
内

容
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は

よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

青
年
団
の
一
員
と
し
て
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
顆
い
し
ま
す
。

冨永

は
じ
め
ま
し
て
。

4
月
か

ら
役
場
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
リ
ま
す
東
誠
幸
で
す
。

青
年
団
で
は
広
報
郁
昌
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
リ

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
青
年
団
を
盛

リ
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。一
生
懸
命
頑
張
リ
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す。

哲成

恵三

A
 

風をおこして～

= 
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

紹

介

平成15年度
青年団新役員発表！！

団 長 沖野恵三

副団長 大塚理恵

事務局長 山田典弘

事務局次長 智葉寿美恵

会 計 井脇清美

広報節長 宮田 光

広幸展音B昌 冨永哲成

ク 谷本隆史

ク 東 誠幸

ク 稲田瑠美

監査昌 兵領浩次

ク 金野友樹

馴`ヽ

東 誠幸

こ
ん
に
ち
は
。

4
月
か
ら

役
場
で
お
世
話
に
な
っ
て
お

リ
ま
す
谷
本
で
す
。
初
め
て

の
こ
と
だ
ら
け
で
、
少
し
と

ま
ど
い
な
が
ら
も
職
務
に
専

念
し
て
お
リ
ま
す
。
青
年
団

の
活
動
に
お
い
て
も
、
足
を

引
っ
ぱ
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
生
懸
命

頑
張
リ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

谷本 隆史

4
月
か
ら
役
場
で
お
世
話

に
な
っ
て
お
リ
ま
す
稲
田
瑠

美
で
す
。
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
日
々
頑
張
っ

て
お
リ
ま
す
。

こ
の
度
、
青
年
団
に
入
団

し
、
一
団
昌
と
し
て
先
輩
方

と
共
に
様
々
な
活
動
に
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

リ
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
リ
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
年
度

1
回
目
の

A
S

U
K
A
は
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
は
新
メ
ン
バ
ー

が

4
人
も
加
わ
リ
、
新
た

な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
A
S
U
K
A
も
新
広
報

囲
員
一
同
協
力
し
、
よ
リ

よ
い
も
の
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
が
ん
ば
リ
ま
す

の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 ”
 

稲田 瑠美
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食
み
友
を

化
ろ
K
は

• 
ー失
牛
で
自
今
、が
．

L

良
を
人
で

ぁ
ク
ね
は
な
ら
ぬ

゜

今
月
の
こ
と
ば

． •••••••••••••••••••••••••• ． ． 
・ 中野小学校プーールを

． 

こ利用ください

使用できる期間

6月14日（土）から
8月31日（日）まで

使用できる期日

中野小学校が授業を行わない日。

ただし 、7月22日（火）～7月24
（木）は、川上地区の小学校水泳

大会関係で使用できません。

使用できる時問
午前10時から午後6時まで

使用に関する事項

使用上の注意、監視等は昨年の

とおリ。

お問い合わせ先

肱川町教育委員会 ff34-3424 
※プールの臨時電話は、 34-3788です。・・............ -. :.............. -.. 

ー

日

女性の人権問題に関して
12時間電話相談ができます

時

相談担当者

2
 

3
 

4
 

5
 

平成15年6月27日 （金）午前9時～午後9時

男女共同参画週間 (6月23日から29巳までの
1週間）に合わせて実施する。

相談内容 女性の人権周題に関するあらゆる相談

（夫やパートナーからの暴力《DV》、 セクシ
ュアル ・ハラスメント、ストーカー行為、女

性差別、離婚囲題等の家庭内肉題等）

（無料・秘密厳守）

人権擁護委員 （弁護士資格のある者も含む。）

法務局職呉

電話番号、フリーダイヤル 0120-025-550 

◎女性の健康相談（生涯を通じた女性の健康に関する相談）
0日時 6月19日（木）午後4時～ 5時
〇場所大洲保健所

〇担当者市立大洲病院産婦人科医師城戸美穂

保健師

◎思春期保健柑談（思春期の子どもに関する相談）
0日時 6月26日（木）午前10時～午後4時
〇場所大洲保健所

〇担当者 心理カウンセラー

保健師

電話番号

長谷川美和子・伊賀上明子

0893-24-3165 （予約が必要）
相談は無料です。

今
年
も
ま
も
な
く
梅
雨
の

季
節
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
時
季
は
、
長
雨
や
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
毎
年

全
国
各
地
で
が
け
く
ず
れ
や

地
す
べ
り
な
ど
の
災
害
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
般
に
、

1
時
間
に

20
ミ

リ
以
上
ま
た
は
、
降
り
始
め

か
ら

1
0
0
ミ
リ
以
上
の
雨

が
降
り
続
く
と
、
が
け
く
ず

れ
な
ど
の
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
尊
い

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

0

家
の
周
り
の
排
水
路
を

掃
除
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

0

家
の
周
囲
に
急
傾
斜
地

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
亀

裂
や
段
差
が
で
き
て
い
な

い
か
点
検
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

0

家
の
近
く
の
谷
川
な
ど

が
に
ご
っ
た
り
、
家
の
周

囲
の
急
傾
斜
地
に
亀
裂
や

段
差
が
で
き
た
と
き
は
、

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

0

万
一
に
備
え
て
家
族
で

身
近
な
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
決
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

'"ヽ：99 9 99 9 9ヽ99:：’9 9 :’9 9 :’’',．'，..’::’.., 

土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え

川上支署
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平成15年度愛媛県しいたけ生産者大会並びに
第45回愛媛果しいたけ共進会開催のお知らせ

平成15年5月28日（水）9時30分より
五十崎中央公民館

愛媛県・愛媛県森林組合連合会

愛媛県椎茸生産者連絡協議会

愛媛県椎茸販売協議会

日

場

主

◆
◆
◆
 

時

所

催

このしいたけの大会は、県下の森林組合系統がクヌギ

原木で無農薬・無肥料で自然栽培した、乾ししいたけの

生産品評会となっています。また、愛媛県の特用林産物

として、生産振興を図ると共に消費拡大を図るため、模

擬店などでしいたけうどん等が販売されています。ぜひ

お越しください。

0
今
年
の
総
会
で
お
渡
し
し
た
土
地
台
帳
作
成
割

引
券
（
商
品
券
）
の
有
効
期
限
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

0
有
効
期
限
平
成
15
年

6
月
30
日

◎
既
に
作
成
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
『
大
変
便
利
だ
』

と
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
作
成
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Lー—---------J

林内作業車道の負担金が

1m当り0円～130円で開設出来ます。

【補助対象】

【規格構造］

【補助率】

・椎茸原木林（クヌギ等） 事業費の100%

・スギ・ヒノキ林（除間伐補助対象林）事業費の87.5%

・受益面積2ha以上

・幅員2.0m及び2.5m

受益者2戸以上
道路勾配25％以下

お忘れではありませんか！

杭誓界を杭界申し要な修補ぶ び‘作 交

必の 出だく 所箇が 料無力 林道・業道 塁付金
ぃ墨さあでI: た方いり
しは ゜ま来出ま 道に
ま無まし のて)
t料たた内 草ぃ
で‘ら刈
境境お必の及て

森
棒
組
合
だ

r--------―’ 
組
合
員
数

正
組
合
員

准
組
合
員

8
5
3
名

8
2
9
名

2
4
名

L---------

優良材生産は直材づくりから！

県森連市況（大洲木市）平成15年4月17日市

〔径級 杉 桧
長さ

直 直曲り 曲り

14-16 15,200 8,500 25,100 19,900 

4m 18上2番 16,500 10,700 23,200 22,500 

24上2番 16,600 11,400 24,000 23,000 

14-16 14,600 9,300 26,000 23,900 

3m 18上 15,900 11,800 26,300 24,700 

24上 14,500 10,300 22,800 19,500 

14-16 17,000 14,700 29,500 30,100 
6m 
18上 18,800 16,000 34,600 33,000 

概況市況は、入荷依然少なめで買気有るも
杉桧共に保合相場。

椎茸生産はクヌギ林造成から！

乾椎茸市況（松山椎茸市場）平成15年4月18日市

市売総数…… 917ケース 15,200kg 
平均単価…… 4,045円

銘柄 価 格 銘柄 価 格

大 厚 4,000-5,000 どんこ大 5,000-5,500 

中 厚 4,500~5,500 どんこ中 ...... 

小 厚 4,000-5,000 どんこ小 3,500-5,000 

大ウス 3,500~5,000 大バレ 3,000~3,500 

中ウス 4,000~5,500 中バレ 3,000-3,500 

小ウス 3,500~5,000 小 バレ 3,000~3,500 

概況春子主体の市売りとなった。全体に強保
合で推移、特に小葉・ジャミ・下物が強
く平均単価を上げた。バレ系は保合であ
ったが依然として商社の買気は強い。

（
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介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ

れ

3
年
が
経
過
し
、
初
め
て

今
回

(15
年

4
月
よ
り
）
〈
JI

護
報
酬
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

-
〈JI
護
報
酬
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
国
の
社
会
保
障
審

議
会
で
平
成

13
年

10
月
か
ら

17
回
に
わ
た
り
、
今
後
の
サ

ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
含
め
、

介
護
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い

て
論
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
施
行
後
の

3
年

の
実
績
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ

ス
の
課
題
と
し
て
は
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増
加

す
る

一
方
で
施
設
入
所
を
希

望
す
る
者
が
依
然
と
し
て
多

い
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
で

す
。今
回
の
介
護
報
酬
の
見
直

し
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ

う
な
観
点
を
踏
ま
え
、
在
宅

重
視
の
理
念
の
実
現
や
、
各

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
効

率
化
な
ど
、
各
サ
ー
ビ
ス
の

担
う
べ
き
役
割
を
念
頭
に
お

き
つ
つ
、
第

2
期
介
護
保
険

事
業
計
画
期
澗
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
増
大
及
び
近
年
の
賃

金
物
価
の
下
落
傾
向
、
介
護

保
険
施
行
後
の
介
護
事
業
者

の
実
態
を
踏
ま
え
、
保
険
料

の
上
昇
幅
を
で
き
る
限
り
抑

制
す
る
方
向
で
今
回
の
報
酬

の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
肱

川
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
行

っ
て
い
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
に
つ
い
て
も

4
月
利

用
分
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
に
つ
い
て
も
載

せ
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

fと鱈璽9-PlJ[即(

～介護サービス費用のめやす～
鹿野J下11 小薮 畠下谷 道野尾

あせ →らゞ

りて福←当

がい祉付寄協議 一S
●訪問介護 （ホームヘルプサービス） とた関 <-

・身体介護 利用料 個人負担(1割）
和氣 本北 宮田 藤原

2だ係を会
30分未満 2,310円 231円 竺さ き事頂に芳
30分以上1時間未満 4,020円 402円 ま業き、

1時間以上1時間半未満 5,840円 584円
俊子志隆昭福計

いすにま次

•生活援助 ま勺舌しの志

30分以上1時間未満 2,080円 208円 と誠用だ方
1時間以上1時間半未満 2,910円 291円 様様様様 。にさか

「身体介護」とは利用者の身体に接触して行う介護 （入浴介護、排泄、食事介護等）

「生活援助」とは家事の援助 （利用者のための調理、洗濯、掃除等）

なお、今回の改定により「家事援助」が「生活援助」という名称に変わりました。 ・併設型 (4時間以上6時間未満）
かわかみ荘等

●訪問看護
利用料個人負担(1割）

要支援 4,000円 400円
・指定訪問看護ステーションの場合

要介護1・2 4,730円 473円
30分未満 4,250円 425円

要介護3・4・5 6,600円 660円
30分以上1時間未満 8,300円 830円
1時間以上1時間半未満 11,980円 1,198円 ●シ ョートステイ （短期入所生活介護）

・病院又は診療所の場合 ・併設型 (1日につき）かわかみ荘等

30分未満 3,430円 343円 要支援 7,970円 797円

30分以上1時間未満 5,500円 550円 要介護1 8,410円 841円

1時間以上1時間半未満 8,450円 845円 要介護2 9,120円 912円

●訪問リハビリテーシ ョン 5,500円 550円
要介護3 9,820円 982円
要介護4 10,530円 1,053円

(1日）
要介護5 11,230円 1,230円

●居宅療養管理指導
●福祉用具購入費

・医師・歯科医師が行う場合 5,000円 500円
・支給限度額10万円

・薬剤師が行う場合 5,500円 550円
（利用者負担は購入費の1割）

●通所介護（デイサービス）
●住宅改修費

・単独型 (4時間以上6時間未満）肱流苑
・支給限度額20万円

要支援 4,080円 408円
（利用者負担は改修費の1割）

要介護1・ 2 5,060円 506円
要介護3・4・5 7,180円 718円
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ROO'＠初レンジ-
保健衛生 保健センターff34-2340 6月の当直医

種別 日（躍） 91了- 事 場 ．所 時 間

5 （木）成人病結核胃がん•大屑が磯診 予子林小学校体育館 8 : 30~10: 30 

6~ 成人病結核• 胃がん •大腐がん検診 正山小学校体育館 8 : 30~10: 30 

成
9 （月）健 康 相 ＝＝ ロ火火

敷水集会所 9 : 30~10: 20 

人
岩谷自治センター 10: 40~11: 30 

10伏）健 康 相 ＝已火火

影地集会所 9 : 30~10: 20 
保

大谷自治センター 10:40~11 :30 

健 白石集会所 9 : 30~10: 20 
16（月）健 康 相 号ロ火火

森集会所 10: 40~11 : 30 

30（月）リハビリ教室 保健センター 13 : 00~,16 : 00 

母 11（水）1歳6ヶ月児，3歳児健康診査 保健センター 13: 00~13: 30 

孟健
13 Gi) 日本脳炎予防接種 保健センター 13: 30~14: 00 

26（木）日本脳炎予防接種 保健センター 13: 30~14: 00 

12（木）日本脳炎，二混予防接種
中野小学校 13: 30~13: 50 

そ 正山小学校 14: 00~14 : 30 
の
19（木）日本脳炎 ・ニ混予防接種 大谷小学校 13: 30~13: 50 他

20(i) 日本脳炎予防接種 肱川中学校 13 : 30~14: 00 

日（曜） 病院名 電話番号

1 （日）山本医院 25-6100 

井関クリニック 25-6212 
8 （日）
米川クリニック 52-6212 

15（日）菊原外科医院 24-4646 

般 22（日）石村整形医院 23-5ワ67

29（日）郷緒小児科医院 24-3936 

月・失 市立大 洲I病院 24-2151 

救 水 加戸病院 24-5101 

急 木 大洲I記念病院 25-2022 

金～日 大う州中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

燃やせないごみ

【収集日】 6月16日（月）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地図
大和 中 野 ・下鹿野川

上鹿野川・八重栗・上森山

京造・見の越 ・月野尾

正山地区 ・岩谷地区

予子林地区

古紙収集日 、l
6月18日（水）

＊当日の朝7時までに

指定の場所へ

I犬とねこの引取日 I

6月3日（失）・ 17日（火）
＊当日の朝9時までに

役場に連れてきてください。

行事予定表

1 （日）83J内クロッケー大会
2 （月）選挙管理委員会
15（日）町内バレーボール大会
20海自治会長会
24⑳町議会6月定例会(~25日）
30（月）町税等出張受入れ

一汀政相談【日時］ 6月5日（木）
午後1時30分～4時30分

【場 所】町民ステーション

【相談員】角田和三

心配ごと相談

【日時】 6月5日（木）
午後1時30分～4時30分

【場所】町民ステーション 青年室

【相談晨］玉井 清 ・三井久美子

社会保険一日出張相談所

大う州商工会議所

6月5日（木）・ 24日（火）
内子町商工会

6月6日（金）・25日（水）

［ 慶 弔

■おすこやかに■
3 /30 清家崩員ちゃん（汗生）

3 /30 冨永溌薮ちゃん（見の越）

4 /10 富永蒻薮ちゃん（中野）

■やすらかに■
小中敏治さん (89歳・広 常）

柴田アキノさん (88歳・中 野）

清水浩和さん (28歳・中 野）

中居シズ子さん (87歳 ・小 薮）

川上幸子さん (93歳・下鹿野川）

山内シズ子さん (79歳 ・月野尾）

森岡鶴男さん (81歳・敷 水）
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7
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1
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子
ど
も
を
育
て
る
よ
う
に

大
事
に
育
て
た
上
田
玉
代
さ

ん
（
小
薮
）
宅
の
シ
ン
ビ
ジ

ウ
ム
が
4
月
14
日
、
見
頃
に

な
リ
ま
し
た
。
友
人
か
ら
も

ら
っ
た
1
株
の
鉢
は
2
つ
に

増
え
、

4
年
目
の
今
年
は
そ

れ
ぞ
れ
9
本
と
1
本
の
花
が

鉢
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
そ
ろ
い

ま
し
た
。
「
毎
年
5
S
6
本
は
咲
く

こ
と
が
あ
る
け
ど
、
こ
ん
な

に
多
く
花
を
つ
け
た
の
は
初

め
て
」
と
玉
代
さ
ん
も
び
っ

く
り
ち5
月
S
6
月
は
せ
っ
せ
と

肥
料
を
や
リ
、

7
月
S
8
月

は
軒
下
に
鉢
を
移
し
て
毎
日

水
を
か
け
、

11
月
の
霜
が
降

リ
る
直
前
に
家
の
中
に
取
リ

込
み
、

4
月
初
旬
に
外
に
出

す
と
い
っ
た
細
や
か
な
花
の

管
理
の
成
果
で
し
ょ
う
。

「
花
の
世
話
が
元
気
の
源
」

と
お
っ
し
ゃ
る
上
田
さ
ん
。

交通事故に

困ったとき

紅Ul自」
0専門

〇損害

て

ンター

センター
ます。

ます。

◎肱川町ホームページアドレス： http://www.town.hijikawa.ehime.jp
◎ /, （iモード対応） ：http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 

こ
れ
か
ら
も
師
走
野
地
区
を

花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
く
だ

さ
い
ね
。
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